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同データベースの研究をまとめている。2.3 節では本研究の主要な提案の 1 つであるテ
キスト自動分類に関連した研究，さらには機械学習に関する様々な手法をまとめている。 
第 3章ではブログや Twitterに書かれた疑問を収集・提供する Webサイトの構築手法
を提案している。本研究は構築手法を提案するものであり，実際のサイト構築までを行
うものではないが，本研究が考えるサイトの有効性を予備的に示すための実験は行って
いる。その内容は 3.1 節にまとめられている。まず「本 タイトル 思い出せない」，
















の出現頻度を特徴ベクトルとし，Support Vector Machine（SVM），Naive Bayes，決定
木，ブースティングの 4つの機械学習手法を用いて，疑問記事と非疑問記事へのテキス




提案している。3.4 節では抽出したツイートを人手で NDC に基づいて分類し，3.3 節の
手法を適用して，分類の精度や再現率などを検証することを提案している。 
第 4章では，第 3章で提案した手法に関する実験結果を示している。まず 4.1節では
3.2節の結果を示しており，「タイトル／が／思い出せ／ない」といった 4形態素列が検
索に有効であることを示している。4.2 節では 3.3 節の参考資料，質問文，両者を用い









































































平成 30年 1月 23日，図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において，本論
文について著者に説明を求めた後，関連事項について質疑応答を行った。引き続き，「図
書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第 23
項第 3号に基づく最終試験を行い，審議の結果，合格と判定された。 
 
【結論】 
よって，本学位論文の著者は博士（図書館情報学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
 
 
 
